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住
職
11
月
の
日
程

５
日
（
土
）
仏
具
お
み
が
き
会

11
日
（
土
）
三
寶
寺
報
恩
講
（
法
話
会
合
流
）

17
日
（
木
）
東
京
教
務
所
宗
教
法
人
収
得
手

続
視
察
（
５
名
）

25
日
（
金
）
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
学
習
会

住
職
12
月
の
日
程

10
日
（
金
）
定
例
法
話
会
・
ふ
れ
あ
い
寄
席

16
日
（
金
）
湘
南
組
住
職
忘
年
会

住
職
１
月
の
予
定

１
日
（
日
）
修
正
会
（
初
参
り
）

14
日
（
土
）
定
例
法
話
会
・
ふ
れ
あ
い
寄
席

27
日
（
金
）
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
学
習
会

住
職
２
月
の
予
定

11
日
（
土
）
定
例
法
話
会
・
ふ
れ
あ
い
寄
席

24
日
（
金
）
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
学
習
会

1月 1 日（日） 修正会（初参り） 14 : 00より
14日（土） 定例法話会・寄席 13 : 30より
27日（金） サンスクリット学習会・仏典読書会

13 : 30より
2月11日（土） 定例法話会・寄席 13 : 30より
24日（金） サンスクリット学習会・仏典読書会

13 : 30より
3月11日（土） 定例法話会・寄席 13 : 30より
18日（土）～23日（木）春の彼岸

（読経ご希望の方お寺にお申込み下さい）
21日（火） 三寶寺合同彼岸会 14 : 30より

（過去帳・法名軸・その他当日ご持参下さい）
24日（金） サンスクリット学習会・仏典読書会

13 : 30より
4月 8 日（土） 釈尊誕生会（花まつり） 13 : 30より

入参式（仏弟子誕生祝）
定例法話会・寄席

28日（金） サンスクリット学習会・仏典読書会
13 : 30より

5月13日（土） 定例法話会・寄席 13 : 30より
26日（金） サンスクリット学習会・仏典読書会

13 : 30より
6月10日（土） 定例法話会・寄席 13 : 30より

23日（金） サンスクリット学習会・仏典読書会
13 : 30より

7月 8 日（土） 三寶寺移動研修・法話会
13日（木）～16日（日）盂蘭盆

（棚経ご希望の方はお寺にお申込み下さい）
（ご自宅、墓前、読経おうかがい致します）

28日（金） 仏典読書会　13 : 30より
8月12日（土） 定例法話会・寄席13 : 30より

三寶寺合同盂蘭盆会 14 : 30より
（過去帳・法名軸・その他当日ご持参下さい）

13日（日）～16日（水）盂蘭盆
（棚経ご希望の方お寺にお申込み下さい）

25日（金） 仏典読書会　13 : 30より
9月9 日（土） 定例法話会・寄席 13 : 30より
20日（水）～25日（月）秋の彼岸

（読経ご希望の方はお寺にお申込み下さい）
22日（金） サンスクリット学習会・仏典読書会

13 : 30より
23日（土） 三寶寺合同彼岸会 14 : 30より

（過去帳・法名軸・その他当日ご持参下さい）
10月14日（土） 定例法話会・寄席 13 : 30より

27日（金） サンスクリット学習会・仏典読書会
13 : 30より

11月 4 日（土）三寶寺仏具おみがき会 15 : 00より
11日（土） 三寶寺報恩講（定例法話会合流）
24日（金） サンスクリット学習会・仏典読書会

13 : 30より
12月9日（土） 定例法話会・寄席 13 :30より
22日（金） サンスクリット学習会・仏典読書会

13 :30より
ご自宅のカレンダーにご記入を！

━ 三寶寺 2006年（平成 18年）行事予定 ━住
職
随
想

天
皇
家
の
長
女
　
紀
宮
様
が
十
一
月
十
五

日
、
民
間
の
方
と
ご
結
婚
さ
れ
て
一
般
の
方

と
な
ら
れ
た
。
「
お
目
出
度
御
座
い
ま
す
」

と
、
合
掌
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

そ
の
人
の
、
人
生
の
中
で
何
を
遺
さ
れ
た

か
が
尊
い
。『
ド
ン
マ
イ
（
気
に
し
な
い
こ

と
）』、
こ
の
言
葉
は
、
私
た
ち
に
、
な
る
よ

う
に
な
る
、
な
る
よ
う
に
な
ら
し
め
ら
れ
る

人
生
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
く
れ
た
。
当
に

如
来
の
本
願
で
あ
る
。
誰
で
も
必
ず
、
苦
の

も
と
を
知
っ
て
、
断
ち
切
れ
れ
ば
、
苦
は
楽

に
必
ず
転
ぜ
ら
れ
る
。
苦
は
寂
滅
す
る
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
結
婚
を
通
し
て
、
人
生
の

生
か
さ
れ
方
を
手
本
（
法
）
と
し
て
あ
ら
わ

さ
れ
た
。

紀
宮
様
は
式
中
に
は
母
な
る
人
（
皇
后
様
）

の
お
着
物
を
着
ら
れ
た
。
そ
の
着
物
を
次
の

日
に
お
返
し
に
行
か
れ
る
。
着
物
を
着
ら
れ

て
、
席
々
を
ま
わ
ら
れ
る
時
、
慈
し
み
の
目

を
も
っ
て
無
言
で
陛
下
、
皇
后
様
は
頭
を
下

げ
ら
れ
る
。
無
の
中
に
慈
愛
の
光
明
を
見
ら

れ
た
。

貴
女
が
め
ぐ
り
あ
っ
た
人
と
共
に
、
皆
が

求
め
る
永
遠
な
る
幸
福
を
世
に
手
本
と
し
て

教
え
示
し
て
下
さ
い
ね
、
と
願
い
語
ら
れ
て

お
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

新
聞
を
開
け
ば
、
誰
か
が
人
を
、
親
を
殺

し
た
と
毎
日
出
て
い
る
今
日
、
結
婚
は
苦
労

の
始
ま
り
だ
か
ら
し
な
い
と
い
う
方
々
、
ど

う
ぞ
お
二
人
の
結
婚
を
わ
が
身
の
手
本
と
し

て
と
り
い
れ
、
歩
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
。

親
鸞
聖
人
は
如
来
の
家
と
し
て
、
教
行
信

証
（
行
）
P
161
に

し
か
れ
ば
名み

な

を
称
す
る
に
、
能よ

く
衆
生
の

一
切
の
無
明
を
破
し
、
能
く
衆
生
の
一
切
の

志
願
を
満
て
た
ま
う
。

P
162
に

「
如
来
の
家
に
生
ま
れ
る
」
―
中
略
―
六
波

羅
蜜
の
果
報
を
得
ん
。

二
〇
〇
六
（
平
成
十
八
）
年
、
願
い
を
あ

ら
わ
し
、
か
な
え
る
年
。
そ
し
て
仏
法
は
人

間
を
今
も
正
し
い
方
に
導
い
て
い
る
。
昨
年

の
建
築
問
題
は
、
こ
の
法
を
尊
ば
ざ
れ
ば
、

人
の
命
・
財
産
は
守
れ
な
い
。
あ
の
事
件
に

よ
っ
て
ま
す
ま
す
見
直
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
仏

法
は
必
ず
正
し
き
道
に
正
す
。
こ
れ
如
来
の

本
願
で
す
。

合
掌

昨
年
度
の
宗
門
護
持
費
に

つ
い
て
東
京
教
務
所
よ
り

完
納
証
を
拝
受
い
た
し
ま

し
た
の
で
、
こ
こ
に
掲
載

し
、
ご
報
告
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
次
年
度
の

ご
理
解
、
ご
協
力
の
程
お

願
い
し
ま
す
。


